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戒
石

銘

を
心

と
し

て
…
…
…

関
口
新
町
長
さ
ん
に
望
む

国
見
町
公
民
館
長
　
佐
　
藤
　
善
次
郎

去
る
十
一
月
二
十
七
日
に
執
行

さ
れ
た
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
四

一
一
七
票
の
町
民
の
支
持
を
得
て

見
事
に
当
選
、
向
こ
う
四
か
年
間

町
政
責
任
の
座
に
つ
か
れ
た
関
口

新
町
長
さ
ん
に
、
衷

心
か
ら
祝
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

。
つ

き
ま
し
て
は
こ
の
際
町
民
の
一
人

と
し
て
、
私
の
希
望
を
率
直
に
申

し
上
げ
て
ご
参
考
に
供
し
た
い
と

在
じ
ま
す
。

あ
な
た
が
助
役
時
代
に
、
そ
の

乕
の
後
壁
に
、
二
本
松
城
の
有
名

な
戒
石
銘
の
拓
本
が
掛
け
ら
れ
て

あ
り
ま
し
た
。

。
爾
俸
爾
録
、
民

膏
民
脂
、
下
民
易
虐
、
上
天
難
欺
〃

こ
の
十
六
文
字
は
申
す
ま
で
も
な

く
吏
道
の
真
髄
で
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
は
こ
の
銘
の
心
に
違
う
こ
と

な
き
よ
う
、
日
夜
自
粛
自
戒
し
て

お
ら
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
、
私

は
心
秘
か
に
好
感
を
抱
い
て

お
っ

た
も
の
で
し
た
。
助
役
時
代
も
町

長
時
代
も
、
町
民
に
奉
仕
す
る
こ

の
戒
石
銘
の
心
に
は
変
り
な
い
筈

で
す
。
前
途
多
難
を
予
想
さ
れ
る

町
政
執
行
の
上
で
は
、
こ
の
銘

が

あ
な
た
に
精
神
的
な
大
き
い
力
を

も
た
ら
す
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

あ
な
た
が
赤
井
畑
町
政
の
後
継

者
で
あ
る
こ

と
は
、
自
他
共
に
認

め
て
お
り
ま
す
。
私
も
是
非
そ
う

あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
ず
。
こ

の
こ
と
は
、
赤
井
畑
町
政
と
関
口

町
政
と
の
閧
に
間
隙
な
か
ら
し
む

る
こ
と
で
あ
っ
て
、
仕
事
に
一
貫

性
が
あ
り
、
町
民
に
安
堵
感
を
与

え

る
も
の
で
あ
る
う
と
思
い
ま
す

し
か
も
赤
井
畑
町
長
は
絶
対
多
数

の
町
民
の
支
持
を
得
て
無
競
争
当

選
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
合
わ
せ

ま
す
と
、
特
に
こ
の
感
を
漾
く
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
地

方
自
治
体
の
行
政
は
、
一
つ
の
流

れ
の
中
で
徐
々
に
進
歩
発
達
し
て

ゆ
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て

急
激
な
変
革
は
禁
物
で
あ
り
ま
す

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
固

執
す
る
の
余
り
、
あ
な
た
の
持
ち

昧
ま
で
没
却
し
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
町
民
の
新
町
長
に
期

待
す
る
も
の
は
、
何
ん
と
い
っ
て

も
、
若
さ
よ
り
発
す
る
新
鮮
味
に

あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
な
た
の
収
入
役
二
十

余
年
の
キ
ヤ
リ
ヤ
は
、
こ
れ
か
ら

の
あ
な
た
に
大
き
く
プ
ラ

ス
す
る

こ
と
を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

更
に
、
首
長
た
る
も
の
は
将
来

に
対
す
る
構
想
力
と
、
現
在
に
対

し
て
繊
細
な
感
受
性
を
兼
ね
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

つ
ぎ
つ

ぎ
と
起
き
て
く
る
仕
事
を

事
務
的
に
さ
ば
く
能
力
も
貴
重
な

も
の
で
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、
首
長

た
る
も
の
は
、
よ
り
も
っ
と
大
切

な
も
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
べ

き
も
の
と
思
い
ま
す
。
即

ち
、
あ

づ
か
っ
た
国
見
町

と
い
う
山
河
の

産
業
文
化
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の

企
画
を
、
自
ら
描
き
出
す
べ
く
努

力
す
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ

の
上
繊
細
な
感
受
性
の
あ
る
、
言

い
か
え
れ
ば
キ
メ
の
細
か
い
町
政

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
希
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
血

の
通
う
町
政
と

は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
は

し

ょ
せ
ん
首
長

そ
の
人
の
人
間

的
愛
情
に
か
か

る
問
題
で
す

が

こ
の
こ
と
は
あ

な
た
が
僧
籍
に

あ
る
だ
け
に
、

私
共
は
安
心
し

て
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
公
約

は
是
非
実
行
し

て
く
だ
さ
い
。

”
公
約
と
は
実

行
し
な
い
約
束

で
あ
る
’
な
ど

と
悪
口
を
言
う

人
も
あ
り
ま
予

が
、
万
一
に
も
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
事
に
後
先
が
あ
り
、

多
少

の
時
間
的
ず
れ
が
あ
っ
て
も

町
民
の
期
待
を
裏
切
ら

ぬ
よ
う
配

慮
す

べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
三
二
六
三
票
の
批
判

票
の
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
忘
れ
て
は
、

円
滑
な
町
政
は
望
む
べ
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。
謙
虚
な
態
度

で
町
政
を

見
て
い
た
だ
く
よ
う
望
ん
で
や
み

ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
絶
え
ず
町

民
の
声
な
き
声

を
洞
察
し
て
先

手

を
と
る
こ
と

こ
そ
為
政
者
の

最
も
必
要
な
心

構
え

と
信
じ
ま

す
。
以
上
私
の

率
直
な
意
見
を

申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
健
康

が
第
一
で
す
。

先
轍
を
踏
ま
ぬ

よ
う
特
段
の
ご

留
意
を
望
み
ま

す
。
町
民
も
ま

た
、
町
長
さ
ん

に
必
要
以
上
に

負
担
を
か
け
ぬ

よ
う
、

心
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
円
満

な
る
町
政
の
運
営

に
専
念
し
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
ご
精
進
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
暴
言
多
謝
。

付
記
　

町
議
の
補
欠
選
挙
に
お
い

て
、
八
巻
氏
が
圧
勝
さ
れ
た
こ
と

は
国
見
町
民
の
良
心
に
く
も
り
が

な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
も
の

と
し
て
、
一
種

の
力
強
さ
を
感
ず

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
新
人
八
巻
氏
に
期
待
す
る
も
の

ま
た
甚
だ
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

凵月27日選挙投票成績

投票 所　 有 権 者 数　 投 票 数　 投票 率

藤　 田　　3  3 0 5　3  0 7 2　　92 , 73

小 坂　 １２ 冂　 囗2 0　93  , 35

森江 野　　1  5 7 5　1  4 7 4　93, ７６

大 木戸　　1  2 4 6　 囗3 8　9  1 , 8 1

大　 枝　　　 ６６３　　６１９　　92 , 77

計　　　　8  0 0 2　7  4 2 3　　92 , 89

就

任

の

挨

拶

国
見
町
長
　
関

口

道

孝

こ
の
た
び
町
民
み
な
さ
ま
の

御
支
持
に
よ
り
ま
し
て
町
長
に

就
任
の
栄
に
浴
し
、
責

任
の
重

大
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
決
意
を
新
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
二
十
二
年
旧

藤

田
町
収
入
役
に
就
任
以
来
国
見

町
と
な
る
に
及
ん
で
も
引
続
き

収
入
役
に
選
任
せ
ら
れ
、
昭
和

四
十
二
年
七
月
助
役
に
就
任
．

今
日
に
至
る
ま
で
二
十
二
年
間

町
三
役
の
一
員
と
し
て
町
勢
伸

展
の
た
め
微
力
を
献
げ
て
参
り

ま
し
た
が
、
い
ま
直
接
執
行
部

門
を
担
当
す
る
国
見
町
三
代
目

の
首
長
と
し
て
御
信
託
を
受
け

ま
し
て
、
町
民
各
位
の
御
支
援

に
深
く
感
謝
し
て
い
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

町
政
執
行
者
と
し
て
私
は
全

く
の
初

心
者
で
あ
り
ま
す
が
、

過
去
の
経
験
か
ら
得
た
体
験
を

生
か
し
町
政
責
任
者
と
し
て
臨

み
、
前
町
長
の
遺
し
た
事
業
の

仕
上
げ
を
す
る
と
と
も
に
速
か

に
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
充
分
検
討

し
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ

き
よ
り
よ
い
町
を
造
り
上
げ
る

た
め
全
力
を
尽
く
す
考
え
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に

理
想
を
と
な
え
ま
し
て
も
、
財

政
の
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
施
策

は
空
論
に
終
り
ま
す
。
町
民
皆

さ
ん
の
声
を
よ
く
お
聞
き
し
、

ま
た
、
皆
さ
ん
に
町
政
の
あ
り

方
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き

積
極
的
に
財
源

の
確
保
に
努
め

な
が
ら
諸
施
策
を
講
じ
て
参
り

た
い
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す

執
行
機
関

と
議
決
機
関
は
そ

れ
ぞ
れ
責
任
の
分
野
は
異
な
る

と
申
し
ま
し
て
も
、
民
主
的
な

自
治
行
政
を
推
進
す
る
目
標
は

同
じ
で
あ
り
ま
す
。
車
の
両
輪

の
如
く
そ
の
機
能
を
発
揮
し
。

「
和

の
精
神
」

に
よ
る
町
政
の

運
営
を
特
に
強
調
、
各
々
そ
の

職
責
に
最
善
を
致
し
、
私
の
念

願
と
す
る
明
る
く
豊
か
な
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
一
層
の
御
理

解
と
御
支
援
御
協
力
を
お
願
い

し
、
町
民
各
位
の
御
多
幸
を
お

祈
り
し
ま
し
て
就
任
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

成 人 式 該 当 者 名 簿
(昭和23年４月２日～昭和24年４月 １日生)

〔

藤
田
方
部
〕
男
4
8

女
ｉ
　

計
9
9
　鈴
木
正

男
　
蓬
田
美
知
子

．高

橋
路
子
　

佐
々
木
勉

阿
部
ひ
ろ
子
　

牧
野
勇

谷
津
美
紀
子
　

奥
山
隆

夫
　
佐
藤
幸
子
　
穐
月

次
男
　

盛
中
忠
雄
　
金

子
哲
太
郎
　

阿
部
信
子

阿
部
房
子
　

斎
藤
賢
一

八
巻
か
ほ

る
　
根
本
博

舟
山
知
子
　

石
井
や
す

子
　

秦
か
ず
子
　
佐
々

木
羸
美
江
　

斎
藤
陽
太

郎
　
国
井
泰
子
　
安
彦

富
士
夫
　

樋
口
和
芳

寺
島
道
男
　

舟
山
武
継

村
木
芳
枝
　
谷
聿
陽
子

武
田
幸
吉
　
松
浦
キ
ミ

子
　

紺
野
茂
子
　
熊
坂

幸
男
　
小
山
美
好
子

八
島
義
明
　
宮
沢
正
子

渡
辺
邦
美
　
佐
藤
国
夫

徳
江
の
り
子
　

吉
田

敏

幸
　
古
内
清
悦
鈴
木
正
子
　
秦
政

夫
　
佐
藤
喜
代
子
　
八
鳥
幸
汗

黒
田
美
恵
子
　

遠
藤
義
勝
　
翊
野

芳
雄
　

高
村
育
朗
　
大
泉
陸
子

奥
山
真
紀
子
　

後
藤
森
雄
　
佐
藤

恵
美
子
　
徳
江
正
治
　

紺
野
進

西
浦
寛
子
　

菊
地
清
　

武
田
安
孝

神
林
茂
　
田
代
登
美
子
　
内
村
マ

サ
　
宍
戸
文
子
　

斎
藤
博
　
中
野

ク
ニ
子
　
中
野
義
次
　
佐
藤
フ
ミ

ヱ
　
佐
久
間
節
子
　
川

囗
ゆ
う
子

佐
藤
栄
子
　

菊
地
ア
イ
子
　

佐
藤

喜
平
　
阿
部
よ
う
子
　
宍
戸
昭
二

松
浦
秋
子
　

佐
々
木
由
貴
子
　
高

橋
常
男
　
八
島
千
代
　
高
橋
昇

高
橋
ヒ
ロ
子
　
高
橋
八
重
子
　

佐

藤
豊
子
　

高
橋
正
道
　
吾
妻
文
子

佐
藤
義
一
　

佐
藤
三
枝
子
　
佐
久

間
法
静
　

高
橋
さ
き
子
　

菅
野
信

子
　

吉
田
繁
　
千
葉
金
六
　
大
津

次
男
　
佐
藤
一
男
　

五
十
嵐
八
重

子
　

吉
田
輝
雄
　
奥
山
広
一
　
斎

藤
則
雄
　

吉
田
勉

二
局
橋
信
明

佐
藤
京
子

〔

小
坂
方
部
〕
男
1
9
女
2
8
計
7
4

小
沢
ま
ゆ
み
　
後
藤
文
子
　

佐
藤

秀
子
　
中
村
君
子
　

高
原
つ
ぎ

高
原
英
子
　
渡
辺

ヱ
イ
子
　
橘
正

一
　
内
村
み
い
子
　

林
り
つ
子

朽
木
正
美
　
安
藤
つ
や
子
　

安
藤

ミ
ョ
子
　
赤
坂
正
勝
　
野
村
た
き

子
　
富
樫
愛
子
　

青
柳
律
子
　
蓬

田
政
春
　
安
藤
修
　
安
孫
子
正

佐
藤
英
雄
　

渡
辺
時
雄
　

仲
野
キ

ョ
　
林
栄

次
郎
　
山
田
節
夫
　
武

田
照
子
　
阿
部
イ
キ
子
　
黒
田
義

治
　

紺
野

シ
マ
子
　
阿
部
栄
一

宍
戸
節
夫
　

黒
田
リ

ヱ
　
遠
藤
月

子
　

高
野
俊
昭
　
高
野
幹
雄
　

高

橋
ヒ
ロ
子
　

赤
坂
は
る
い
　
赤
坂

斉
　

鴨
田
み
き
子
　

熊
坂
謙
一

古
内
八
重
子
　

熊
坂
た
か
子
　

高

橋
仁
一
　

熊
坂
和
子
　
佐
藤
ア
子

キ
　
志
賀
キ
ト
子
　

高
原
正
芳

〔
森
江
野
〕
男
2
0
　女
2
8
　計
4
8

菊
地
徹
　
佐
藤
茂
利
　
佐
久
間
政

子
　
佐
野
和
子
　
寺
島
経
子
　
佐

藤
正
利
　
高
橋
成
正
　

吉
田
ミ
キ

子
　

佐

藤
正

美
　

小

幡

ア
キ
子

佐
藤

和
子
　

佐
藤

育
男
　

吉
田
正

子
　

石

川

イ

ツ
子
　

吉

田

ミ
ツ
子

佐

藤

純
子
　

渡
辺

春
男
　

八
巻
栄

子
　

渡
辺

ヤ

イ
子
　

斎

藤

裕
子

斎

藤

と
し

子
　

斎

藤
幸

子
　

八
巻

寛

幸
　

八

巻
京

子
　

竹

谷

義
規

斎

藤

カ

ヨ
子
　

斎

藤
春

子
　

宍
戸

芳

子
　

小
林

洋

一
　

徳
江

由
子

賀

藤
幸

一
　

村

上

一
　

佐
藤
芳

子

後

藤
澄

雄
　

村

上
敬

子
　

蓬
田

敏

子
　

実

沢

カ
ツ

ヱ
　

徳
江

光
義

蓬
田

貞

治
　

熊

田
文

男
　

大
波

勇

一
　

大

波
輝

子
　

高

橋

ト
モ
子

佐

藤

賢

次
　

佐

久
間

静
子
　

佐

久

間

照

男
　

佐

久
間

文

子
　

佐
藤

茂

〔
大

木
戸

〕
　
男
1
8
　
女
2
9
’計
4
4

松

田

信

悟
　

松

田

正
利
　

武
田

友

江
　

松
田

タ
イ
子
　

佐

藤

京
子

佐

藤

康
子
　

吉

田

ス

ナ
　

高
橋

三

知

子
　

斎

藤
武

徳
　

遠

藤

チ
カ
子

三

浦

寛
　

遠
藤

キ
エ
子
　

渋
谷

ア

キ
　

渋

谷

貴
美

子
　

遠

藤
す

み
え

星

野

良
子
　

松

浦

世
久

子
　

志
村

清
司
　

高
村
方
子
　

渡
部
武
男

志
村
良
子
　
渡
辺
善
雄
　

後
藤
ア

キ
子
　

佐
藤
貴
恵
子
　
蓬
田
正

松
浦

シ
ゲ
子
　
松
浦
金
蔵
　
松
浦

新
一
　
松
浦
セ
ツ
　
松
浦
茂
雄

阿
部
貞
夫
　
村
上
秀
夫
　
上
沢
正

吾
妻
広
子
　
小
林
喜
江
　
鈴
木
紀

代
子
　
遠
藤
フ
ク
子
　

菊
地
清

菊
地
定
雄
　
武
田
と
し
子
　
斎
藤

文
雄
　
谷
津
直
利
　

遠
藤
す
み
え

遠
藤
チ
カ
子

〔
大
枝
方
部
〕
男
６

女
川

計
卩

佐

藤
あ
や
子
　

荒
川
一
男
　
小
林

知
子
　
佐
藤
和
子
　
松
浦
富
美
子

松
浦
静
子
　
佐
藤
光
雄
　
斎
藤
チ

ヱ
　
斎
藤
実
　
玉
手
明
雄
　
玉
手

和
歌
子
　
佐
藤
長
太
郎
　
佐
藤
進

鈴
木
松
子
　
菊
地
み
き
子
　
鈴
木

セ
ツ
子
　
佐
藤
麗
子

（
お
願

い
）

○
掲
載
も
れ
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
公

民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
民

生
委

員

（
児

童

委

員
）

き

ま

る

十
二
月
一
日
付
で
新
し
い
民
生

委
員
（
児
童
委
員
）

が
次
の
と
お

り
委
嘱
さ
れ
た
。
民
生
安
定

の
た

め
の
ご
尽
力
を
切
に
お
願

い
し
た

い
。（

○
印
新

任
、
他
は
再
任
）

鈴
木
志
都
賀
　

奥
山

シ
マ
　
徳
江

喜
一
　

渡
辺
重
吉
　
佐
藤
ミ
イ

佐
久
間
い
ち
　

宇
佐
美
兵
蔵
　
安

藤
留
作
　
○
佐
藤
勝
　
曳
地
善
作

目
黒
久
太
郎
　
松
浦
（

ル
　
與
山

勝
太
郎
　

後
藤
清
　

星
野
ツ
ギ

佐
久
間
岩
吉
　

菅
野
富
蔵
　

八
島

福
太
郎
　
五
十
嵐
南
　
近
野
稔

村
上
鉄
男
　
高
木

幸
作
　
吉
田
光

夫
　
松
浦
新
一
　
斎
藤
長
一
　
斎

藤
兼
吉
　
佐
藤
平
治
　
吉
田
忠
吉

佐
野
市
郎
　
○
岩
城
健
治

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
一
十
月
中

に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名
　

年
令
　
　

住
　
　
　

所

リ

、１
　

伊
勢
　

セ
ン
　
　
ハ
三
　

山
崎
　
沢
田
三

ク

５
　

谷
津
　

キ
イ
　
　

六
四
　
山
崎
　
北
町
田
三
十
六
の
六

″

６
　

菊
池
　
久
市
　
　

七
六
　

高
城
　
下
家
老
九
十

ク

フ
　

佐
々
木
珍
平
　
　

六
二
　

藤
田
　
北
四
十
七

ク

８
　

長
谷
川
力
子
　
　

七
九
　
大
木
戸
川
原
二
十
一

″

９
　

桜
沢
　
ユ
フ
　
　

七
八
　
西
大
枝
古
舘
一

々

卩
　
賀
藤
　
　

渉
　
　

六
〇
　
徳
江
　
小
林
二

々
2
5
　
八
巻
　
清
助
　
　

八
〇
　

徳
江
　
舘
三

や
2
9
　
後
藤
今
朝
太
郎
　

八
六
　
大
木
戸
　
宮
原
七
十
の
一

々
　
夕
　
佐
久
間
喜
雄
　
　

三
六
　
徳
江
　
下
川
原
五

ク
3
0
　
村
上
イ
エ
子
　
　

二
四
　
徳
江
　
四
四
十
九

老人のだわごと

真

の

長

寿

ど
ん
な
に
長
寿
で
あ
っ
て

も
健
康
で
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
し
、
健
康
で
あ
っ
て
も

そ
の
生
活
内
容
に
充
実
を
欠

け
ば
無
意
味
な
人
生
と
い
う

べ
き
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
長

寿
と
は
暦
年
令
の
伸
長
ば
か

り
を
い
う
の
で
は
な
く
、
つ

ま
り
は
生
命
時
間

に
か
か
お
る
の

で
あ
り
ま
す
。
生
命
時
間

と
は
、

同
じ
時
計
が
刻
む
時
間
の
う
ち
に

充
実
し
た
生
活
が
あ
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
も
し
、

無
為
に
し
な
す
こ
て
と
も
な
き
時

間
な
ら
ば
八
十
歳
も
六
十
歳
に
及

ば
な
い
し
、
逆
に
充
実
し
た
八
十

歳
Ｑ
寿
命
は
、
百
歳
、
百
二
十
歳

に
も
値
い
す
る
の
で
あ
り
ま
し

ょ

う
。
貝
原
益
軒
先
生
の
養
生
訓
に

「
老
後
は
、
わ
か
き
時
よ
り
月
日

の
早
き
こ
と
十
ば
い
な
れ
ば
、
一

日
を
十
日
と
し
、
十
日
を
百
日
と

し
、
一
月
を
一
年
と
し
喜
楽
し
て

あ
だ
日
を
く
ら
す
べ
か
ら
ず
。
つ

ね
に
日
時
を
お
し
む
べ
し
…
…
…

老
後
の
一
日
、
千
金
た
る
べ
し
」

と
あ
り
ま
す
。
心
細
い
話
だ
が
老

人
は
先
が
短
か
い
。
お
互
い
き

ょ

う
の
一
日
を
大
切
に
、
そ
の
充
実

を
は
か
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

（
ｔ
）
　
な
ご
や
か
な
町
づ
く
り
は
感
謝
の
気
持
ち
か
ら
…
…
…
あ
り
が
と
う
　

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
　
い
う
よ
う
に

く
に
み



共に語るよろこび

勤
労
青
少
年
の

集
い
に
参
加
し
て

十
月
三

十
日
か
ら
十

一
月
二
日
ま
で
の
三
泊

四
日
、
猪
苗
代
の
国
立

青
年
の
家
で
行
わ
れ
た

勤
労
青
少

年
の
集
い
に

参
加
し
て
参
り
ま
し
た

の
で
、
紙
上
を
お
借
り

し
て
簡
単
に
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
こ
の
青
年

の
集
い
は
、
わ
が
福
島

県

の
青
少
年
教
育
の
一

環
と
し
て
、
年
間
二
千

圓
に
わ
た
り
、
合
計
二
千
名
の
青

少
年
を
集
め
宿
泊
訓
練
を
す
る
の

で
す
。
今
年
六
月
か
ら
始
め
、
毎

回
百
名
づ
つ
わ
た
く
し
た
ち
は
第

十
八
回
で
し
た
。

十
月
三
十
日
八
時
藤
田
駅
集
合

合
わ
せ
た
顔

は
次
の
四
名
、
同
じ

町
内
に
住
み
な
が
ら
ほ
ん
の
初
対

面
で
す
（
男
性
同
志
は
青
年
活
動

で
顔
見
知
り
）

佐
藤
富
貴
子
（
石
母
田
）

斎
藤
　

チ
エ
（
西
大
枝
）

松
浦
　
万
助
（
大
杢
尸
）

大
内
　

一
郎
（
泉
　
田
）

駅
に
は
教
育
委
員
会
の
鈴
木
先

生
と
先
輩
の
後
藤
与
志
男
君
（
昨

年
度
参
加
）

が
わ
ざ
わ
ざ
見
送
り

激
励
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
下
か
ら
集

っ
た
八
十
余
名
の

若
人
、
職
業
は
、
公
務
員

氣
り
、

店
員
あ
り
、
工
員
あ
り
、
農
業
あ

り
ま
こ
と
に
多
種
多
様
で
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
は

も
ら
わ
れ
て

き
た
ネ
コ
の
よ
う
に

お
と
な
し
く
、
互
い
に
相
手
の
心

を
探
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
班

編
成
を
し
、
委
員
長
な
ど
の
役
割

を
決
め
、
宿
舎
移
動
な
ど
す
る
頃

に
な
る
と
相
手
の
顔
も
お
ぼ
え
、

そ
ろ
そ
ろ
話
し
合
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

夕
べ
の
集
い
で
今
晩
岫
る
団
体

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

に
「

明
る
く
正
し
い
選
挙
指
導
者

講
習
会
」
と
い
う
百
五
十
名
の
団

体
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
の

選
挙
管
理
委
員
会
等
の
主
催
で
、

夕
食
の
と
き
、
わ
が
町
か
ら
参
加

さ
れ
た
五
名
の
お
母
さ
ん
方
に
会

い
ま
し
た
。
明
朝
み
ん
な
で
写
真

を
と
る
こ
と
を
約
束
を
し
ま
し
た

こ
の
人
達
は
昨
日
入
り
、
明
日
帰

る
二
珀
三
日
の
研
修
で
、
た
い
へ

ん
は
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

夕
食
後
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
、
み
ん
な

Ｉ
し

ょ
に
ゲ

ー
ム
を

し
た
り
、
自
己
紹
介
を
し
、
第
一

日
は
お
互
い
の
顔
を
知
る
と
い
う

程
度
で
す
。

第

二
日
、
朝
六
時
、
音
楽
に
よ

っ
て
目
を
さ
ま
し
、
ペ
ッ
ト
の
整

理
、
洗
面
、
清
掃
、
朝
の
集
い
な

ど
時
間
割
に
よ
っ
て
き
ち
ん
き
ち

ん
と
進
み
ま
す
。
青
年
の
家
に
行

っ
て
の
一
番
の
収
穫
は
な
ん
と
い

っ
て
も
時
間
を
守
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

八
十
余
名
を
二
分
科
会
に
分
け

そ
れ
を
更
に
四
、
五
名
の
小

グ
ル

ー
プ
に
分
け
、
「

わ
た
く
し
た
ち

の
人
生
観
」

と
い
う
こ
と
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
や

る
と

大
き

な

会

合

で

は
話

せ

な

い
者

も

ど
し

志

し

意

見

が
出

る

と

い
う

こ

と
を

さ

と

り

ま

し

た
。

会

津

弁
、

相
馬

弁

、

伊

達

卉

、
そ

れ

ぞ
れ

の

お
国

な
ま

り

を

ま

る
出

し

で
、

ほ

ん

と
う

の
心

と

心

の
触

れ

あ

卜

が

で

苣

る

の
で

す

。

わ

た
く

し

た
ち

は

と

か
く

こ

と

ぱ

の

体
裁

に

と
ら

わ

れ

て

本
音

が
吐

け

な
い

の

で
す

第

二

議

題
「

わ

た

く

し

た
ち

の
人

間

関

係
」

の
中

で

一

番

談
論

が

集

中

し

た

の

は
「

男

女
関

係

」

で
、

男

女

交

際

は

ど
う

あ
る

べ
き

か

な

ど

に

つ

い

て
積

極

的

な

意
見

が
続

出

し

ま

し

た
。

第

三

日

目
「

わ

た

く
し

た

ち

の

た
の

し

み
」

に
つ

い

て

の
討

議

、

こ

れ

に

つ

い
て

は

「

グ

ル

ー

プ
活

動

を

し

て

友

だ
ち

と

意

見
を

交

換

す

る

」
　「

青
年

会

の
紹

介
」
　「

四

Ｈ

ク

ラ

ブ

の
紹

介

」

な

ど

、
今

わ

た
く

し

た

ち

が
悩

ん

で

い

る
青

年

会

の
こ`

と

に

つ

い
て

大

い

に
参

考

に

な
り

ま

し

た
。

午
後

に

は
講

演

を
き

き

、

夜

は

キ
ヤ

ン
ド

ル

サ
ビ

ー
ス

が
行

わ

れ

三

日
間

の

生

活
を

い

ろ
い

ろ

と
反

省

し

な

が
ら

最
後

の

ペ
ッ

ト

に

入

り

ま
し

た

。

た

っ
た

三
日

三

晩

の

こ

と

で
す

が
、

共

に
食

い
、

共

に

寝

、

共

に
語

り
合

っ

た
こ

の
こ

と

で

、

わ

た
ぐ

し

た
ち

は

多
く

の

友

を
得

た

の
で

す
。

同

じ
町

の
中

に

住
み

な

が
ら

も
顔

も

知

ら

ず
話

も

で
き

な

い
生

活

を
し

て

い

る
わ

た

く
し

た

ち

が
、
ひ

ろ
く

県
内

の

友

と
語

り

得

た
と

い
う

こ

と

は
ま

こ

と

に
う

れ
し

い

こ

と
で

す
。

「

対

話
」
　「

話

し
合

い
」

は
民

主

社
会

の

原
則

で

す
。

わ

た
く

し

た

ち
若

い

も

の
だ

け
で

な

く
、

老

人

も
、

若

人

も
、

男
も

女

も
、

姑

も

嫁

も
み

ん

な
で

よ
く

話

し
合

い

、

明

る
い

世

の
中

を
作

り

た

い
も

の

で
す

。代
表
　
大
内
一
郎
記

目で見る明治百年史
民俗資料を大切に

わ
た
く
し
た
ち
の
先
祖

が
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰

年
中
行
事
な
ど
に
用
い
た

衣
服
、
器
貝
、
家
屋
そ
の

他
の
物
件
で
国
民
生
活
の

推
移
の
理
解
の
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

を
民
俗
資
料
と
い
い
ま
す

た
と
え
ば
こ
の
写
真
の
よ

う
な
も
の
は
皆
さ
ん
の
お

宅

に
も
た
く
さ
ん
お
あ
り

で
し
よ
う
。
大
切
に
保
存

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

明るく正しい選挙をめざして

指

導
者

研

修
会

の
記

十
一
月

二
十
九
日
か
ら

三
十
一
日
に
か
け
て
の
二

泊
三
日
、
私
た
ち
五
名
、

明
る
く
正
し
い
選
挙
指
導

者
研

修
会
に
参
加
さ
せ
て

にい
た
だ
き
ま
し
た
。

嫁
い
で
こ
の
方
二
十
年
、

初
め
て
の
外
泊
で
す
。
な

に
か
し
ら
恐
し
い
よ
う
な

そ
し
て
嬉
し
い
よ
う
な
気

が
し
て

、
自
分
の
気
持
が

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
ま

ん
ま
車
中
の
人
と
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
も
同
じ
様

子
で
す
。
の
ど
か
な
初
冬

の
景
色
を
窓
ご
し
に
眺
め

な
が
ら
む
り
に
も
気
を
落
付
け
よ

う
と
努
力
し
て
い
る
う
ち
に
も
、

汽
車
は
二

路
猪
苗
代
に
急
ぎ
ま
す

「

青
年
の
家
」
と
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
か
…
…
…
ち

ょ
っ
ぴ
り
話
に
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
こ
う
し

て
、
じ
か
に
こ
の
目
で
見
る
青
年

の
家
は
、
ま
こ
と
に
見
事
な
も
の

で
し
た
。
背
後
に
は
今
を
盛
り
と

紅
葉
し
た
磐
梯
山
、
前
に
は
広
々

と
し
た
明
鏡
の
よ
う
な
猪
苗
代
湖

そ
の
真
中
に
で
ん
と
構
え
た
「
国

立
磐
梯
青
年
の
家
」
ま
さ
に
天
下

｝
と
にい
っ
て
も
決
し
て
言
い
過
ぎ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
会
津
磐
梯

山
お
し
ゃ
れ
の
山
よ
、
合
わ
せ
鏡

で
日
を
送
る
」
　「
会
津
磐
梯
山
に

振
り
袖
着
せ
て

…
…
…
」
そ
の
華

や
か
な
磐
梯
山
に
抱
か
れ
た
青
年

の
家
、
こ
の
す

ば
ら
し

い
環
境
の

中
で
、
た
っ
た
二
晩
と
は
言
え
研

修
生
と
し
て
学

べ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
も
私
は
幸
せ
者
な
ん
だ
と

し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
出
が
け

に
感
じ
た
不
安
は
、
い
つ
の
ま
に

か
う
れ
し
さ
に
変
っ
て
い
た
こ
と

を
は
っ
き
り
さ
と
り
ま
し
た
。

「
何
か
一
つ
で
も
よ
い
か
ら
頭

に

入
れ
て
帰
ろ
う
」
と
自
分
に
い
い

聞
か
せ
た
も
の
の
、
県
下
か
ら
集

っ
た
大
勢
の
人
々
「
選
挙
制
度
の

あ
ら
ま
し
」
　「
政
治
と
選
挙
」

「

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
の
た

め
に
」
な
ど
こ
れ
ま
で
耳
に
し

た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
む
づ
か
し

い

題
目
、
殊
に
人
様
の
前
で
の
話
し

合
い
な
ど
、
す
っ
か
り
驚
い
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
わ
け
。
お
ま
け
に

二
日
目
の
分
科
会
に
は
、
い
き
な

り
「
司
会
者
」
だ
な
ん
て
、
何
の

少
１
片
も
わ
か
ち

ず
、
全
く
困
っ

て
し
ま
っ
た
場
面
も
あ
っ
て
、
自

分
の
こ
と
を
つ
く
づ
く
わ
か
ら
な

い
人
間
だ
と
い
や
に
な
っ
た
り
、

ま
た
大
い
に
反
省
し
た
り
で
、
こ

れ
も
一
つ
の
大
き
な
勉
強
だ
と
思

い
ま
し
た
。
自
分
の
考
え
て
い
る

こ
と
を
一
つ
も
満
足
に
他
人
に
話

せ
な
い
と
い
う
情
け
な
さ
、
こ
れ

は
、
あ
ま
り
に
も
外
に
出
ず
家
に

ば
か
り
閉
ぢ
こ
も
っ
て
い
た
せ
い

で
す
。

こ
れ
か
ら
は
少
し
づ
つ
で
も
他

人
に
接
し
、
世
の
中
に
出
て
、
見

た
り
聞
い
た
り
し
て
、
若
い
青
年

た
ち
に
も
、
年
老
い
た
方
々
か
ら

も
良
い
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
婦

人
に
な
り
た
い
と
思

い`
ま
す
。
そ

し

て
あ
の
青
年
の
家
の
「
生
活
信

条
」
の
よ
う
に
、
規
律
正
し
く
明

る
く
ほ
が
ら
か
に
、
は
げ
ま
し
合

っ
て
毎
日
毎
日
を
心
豊
か
に
暮
せ

る
よ
う
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

参
加
者

佐
藤
　

久
子
　
（
太
田
川
）

安
藤
　

ヨ
ジ
　
（
前
　
田
）

佐
藤
　
セ
イ
　
（
貝
　
田
）

遠
藤
ミ
サ
オ
　
（
光
明
寺
）

桜
沢
　

シ
ゲ
　
（
　
同
　
）

桜
沢

シ
ゲ
記

転

ば

ぬ

先

の

杖

融

和
二
十
五
年
以
来
運
転
に
従

事
し
て
一
回
の
事
故
も
違
反
も
な

く
、
優
良
運
転
者
と
し
て
ほ
ま
れ

高
い
会
津

バ
ス
Ｋ
Ｋ
の
高
橋
哲
男

さ
ん
の
こ
と
ば
が
「
県
警
だ
よ
り
」

に
の
っ
て
い
た
の
で
町
民
の
み
な

さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
安
全
運
転
に
つ
い
て
励
行

し
て
い
る
こ
と
は

１
　

出
発
前
に
。完
全
な
点
検
を
す

る
こ
と

２
　

だ
れ
が
見
て
い
よ
う
と
い
ま

い
と
自
ら
の
信
念
に
お
い
て
遵

法
運
転
に
終
始
す
る
こ
と

３
　

家
庭
の
平
和
と
生
活
の
安
定

を
念
頭
に
明

る
い
生
活
を
す
る

こ
と
（
常
に
円
満
な
家
庭
生
活

を
し
て
い
る
こ
と
）

４
　
道
路
の
地
形
に
細
心
の
注
意

を
払
い
、
と
く
に
カ
ー
プ
で
は

警
言

だ
け
で
な
く
速
度
も
落
す

こ
と

Ｃ
Ｊ
　
互
譲
の
精
神
に
徹
す
る
こ
と

（
そ
の
他
省
略
）

他
の
運
転
者
等
に
対
し
て
は
、

と
く
に
「
若
気
の
至
り
」
か
ら
の

１
　

速
度
違
反

２
　

タ
バ
コ
ふ
か
し
の
片
手
運
転

３
　

話
し
な
が
ら
の
脇
見
運
転

４
　

酒
飲
み
運
転

等
「
お
れ
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い

う
自
信
過
剰
の
態
度
を
固
く
い
ま

し
め
て
い
ま
す
。
「
車
は
最
愛
の

親
で
あ
り
、
、
子
で
あ
り
、
親
友
で

あ
る
と
考
え

、
朝
夕
手
を
合
わ
せ

て
お
が
ん
で
い
る
」
と
も
い
っ
て

お
ら
れ
る
。
職
務
に
全
力
を
あ
げ

て
真
向
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
態

度

が
う

か

が
わ
れ

、

ほ
ん

と
う

に

た
の

も
し

い

限
り

で
す

。

「

転

ば

ぬ
先

の
杖
」
　「

後

悔
先

に

立
た

ず
」

交

通
事

故
ぐ

ら

い
悲

惨

で

つ

ま
ら

な

い
も

の
は

あ

り
ま

せ

ん
。

し
か

も
そ

の

九
〇

パ
ー

セ

ン

ト

ま

で
は

人
災

で
す

。

自
分

の

注

意

に

よ

っ
て
防

げ

る
の

で
す

か

ら

高
橋

さ
ん

の
こ

と

ば
を

待

つ
ま

で

も

な
く

、
町

民

一
体

と

な

っ
て

交

通

事

故

の
ボ

ク
滅

に
努

力
し

ま

し

よ

う
’。

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
終
る

○
第
三
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
十
一
月
三
日
、
県
北
中
、

藤
田
小
、
小
坂
小
の
三
会
場
で

十
四
チ

ー
ム
参
加
熱
戦
の
末
、

一
丁
田
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

優
　
勝
　
一
丁
田
チ
ー
ム

準
優
勝
　
大
町
南
ク
ラ
ブ

第
三
位
　
ザ
、
ス
ク
ー
ズ

ク
　
　

あ
つ
か
し
山
の
会

○

第
三
圓
町
内
一
周
駅
伝
大
会
は

十
一
月
十
七
日
、
一
般
六
、
学

生
四
の
十
チ
ー
ム
（
六
〇
名
）

参
加
、
午
前
十
時
農
協
前
ス
ク

ー
ト
、
小
坂
、
石
母
田
、
貝
田

大
枝
、
徳
江

、
塚
野
目
を
一
周

し
て
約
一
時
間
半
後
再
び
農
協

前
に
帰
還
し
た
。
そ
の
成
績
次

の
と
お
り
。

（
一
般
の
部
）

１

、
厚
樫
Ａ
チ

ー
ム
ー
・
2
9・
1
6

2
、
ス
ク
ー
グ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
・
3
0・
0
5

3
、
た
ん
が
ら
　
　

１
・
3
2・
5
2

4
、
厚
樫
Ｂ
　
　
　

Ｉ

・
3
5・
4
9

5
、
藤
田
ク
ラ
ブ
　
ー
・
3
5・
5
1

6
、
徳
江
　
　
　
　

１
・
3
7・
4
0

（
学
生
の
部
）

１

、
ザ
、
ス
タ
ー
ズ
ー
・
2
5・
2
5

2
、
県
北
中
Ｏ
Ｂ
　
Ｉ

・
2
7・
0
5

3
、
森
江
野
　
　
　

１

・
3
0・
2
3

4
、
富
士
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
１
・
3
4・
4
2

○
第
四
回
町
民
卓
球
大
会
は
十
二

月
一
日
県
北
中
体
育
館
で
行
わ

れ
た
。
入
賞
者
次
の
と
お
り
、

（
団
体
戦
）
　
四
チ

ー
ム
参
加

１
、
　

藤
田
ク
ーフ
ブ

２
、
　
国
見
町
役
場

３
、
　

森
江
野
Ａ
チ

ー
ム

（
個
人
戦
）

女
子
Ａ
　
　

参
加
一
〇

１
、
　
目
黒
　
裕
子

２
、
　
松
浦
　
慶
子

３
、
　

八
巻
　
久
子

男
子
Ａ
　
　

参
加
一
四

１
、
　
小
野
　

智
義

２
、
　
吉
田
　
貞
男

３
、
　

斎
藤
　
　

惇

男
子
Ｂ
　
　

参
加
九

１
、
　

佐
野
　
貞
治

２
、
　
石
川
　

敏
章

３
、
　
村
上
　
博
行

女
子
Ｂ
　
　

参
加
四

１

、
　
国
分
　
正
子

２
、
　
小
野
恵
美
子

３

、
　
渡
辺
ヨ
ジ
ヱ

男
子

ダ
ブ
ル
ス
　
参
加
九

１

、
赤
坂
信
雄
　
渋
谷
　

宏

２

、
斎
藤
一
郎
　

斎
藤
　
淳

３
、
小
野
智
義
　
佐
藤
春
夫

女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
参
加
四

１
、
松
浦
慶
子
　
目
黒
裕
子

２
、
国
分
正
子
　
佐
藤
弘
子

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
一
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
親
の
名
と
続
柄
　
住
　
所

1
0、
2
5
　菊
地
由
紀
子
　
　

孝
一
　
長
女
　
境
野
目
　
沢
六

″
　
2
7
　
木
村
　
桂
子
　
　

辰
雄
　
二
女
　
川
内
　
新
割
四
十
八

夕
　
　夕
　
古
内
　

孝
行
　
　

行
清
　
二
男
　
藤
田
　

宮
前
一
の

Ｉ

タ
　
　タ
　
　汐
　
　
幸
子
　
　

ク
　
　

長
女
　

″

″
　
2
9
　
佐
野
　

雅
治
　

貞
治
　

長
男
　

山
崎
　
北
古
舘
八

月
　
２
　

樋
口
　
卓
弥
　
　

久
弥
　
長
男
　

藤
田
　
南
五
十
八

″
　
５
　

大
隈
　
秀
法
　
　

宗
順
　

四
男
　
石
母
田
芹
沢
二
士

八

々
　
1
0
　岩
城
　
重
幸
　
　

重
夫
　
長
男
　

藤
田
　
南
七
十

″
　
1
6
　市
山
真
紀
子
　
　

仁
市
　

長
女
　
藤
田
　
中
沢
一
四

″
　
2
4
　半
沢
　
　

勉
　
　

豊
　
　

長
男
　
山
崎
　
北
子
舘
八

明
治
生
れ
の
方
奮
っ
て

ご
参
加
下
さ
い

か
ね
て
お
知
ら
せ
し
て
お
い

た
「
明
治
学
級
」
左
記
に
よ
り

第
一
講

を
開
き
ま
す
。

○
期
日

十
二
月
二
十
三
日

○
時
間

午
後
一
時
（
時
間
励
行
）

○
場
所
　

藤
田
小
学
校
礼
法
室

○
講
師
　
吉
岡
楪
一
先
生

（
曹
洞
宗
福
島
県
宗
務
所
長
）

○
参
加

資
格
明
治
生
れ
の
男
女

こ
の
記
事
を
も
っ
て
お
知
ら

せ
と
し
、
個
別
に
通
知
は
出
し

ま
せ
ん
。

（
ｔ
）
　年
末
年
始
の
生
活
に
節
度
を
守
り
ま
し
よ
う
…
…
虚
礼
に
よ
る
贈
答
廃
止
や
宴
会
の
自
粛
　

酒
飲
み
運
転
の
追
放
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